
＜環境像＞

＜具体化のためのキーワード＞

<環境目標＞ ＜取組の方向性＞ ＜基本的な取組＞

（都市環境）15～19ページ

（地球環境）20～24ページ

（資源循環）25～28ページ

＜共働プロジェクト＞

D　環境教育の担い手の育成、活動の推進 D-①古賀市版「環境カウンセラー」の登録制度確立と人材育成、D-②環境保全に関する交流の場づくり

①大根川輝きプロジェクト　　②環のまちプロジェクト

A　大気環境その他の保全

B　水環境の保全

C　地域環境の保全

B-①定期的な水質調査の実施、B-②公共下水道・農業集落排水・浄化槽事業の推進

C-①ペットの適正飼育の啓発・飼い主のいない猫への対策

A　環境保全に関わる個人・団体の連携強化
（環境意識と行動）29～37ページ

●「共働」の環の拡大

人と自然が共生するまちをめざします。

B　環境保全活動に関する情報の提供及び活動の推進 B-①環境保全活動に関する情報発信の強化、B-②市内の美化活動の推進

C　年齢層に応じた環境教育・学習の充実 C-①環境教育プログラムの作成と活用、C-②事業者向け環境教育の充実、C-③市民向け環境教育の充実

●「低炭素」社会の構築 A　古賀市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の推進

B　古賀市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の推進 B-①公共施設における再生可能エネルギー導入の推進、B-②公共施設から排出される温室効果ガスの削減

●「循環」型社会の構築
A　ごみの減量と資源化対策

●「快適」で「安全」な住環境の確保

●緑・歴史・風景の「調和」

　緑や歴史、風景が調和したまちをめざします。

A　都市景観の維持・形成 A-①屋外広告物の管理

B　歴史・文化的景観の保全と活用 B-①指定文化財の適切な維持管理と有効活用

（生活環境）９～14ページ

（自然環境） １～８ページ

４　環境像を実現するための体系的な取組（修正案）

「未来に引き継ごう　人が自然と愉しく共生する環のまち　こが」
その１　郷土愛を育んでいくまち（自然の営みの保全と活用～次世代への財産の引継ぎ）　　その２　恵みに感謝し、いのちを育む持続可能なまち（未来への責任～恩恵への感謝といのちの大切さ）　　その３　人の環が自ら広がっていくまち（身近なところで愉しみ、古賀の魅力を発見する）

A　保全方針・戦略の策定と推進 A-①自然環境調査の実施と「生物多様性古賀戦略」の推進、A-②生物多様性の保全に向けたガイドラインの検討
●人と自然との「共生」

　人と自然が共生するまちをめざします。 B　森林の保全・農地の保全と活用（里地里山の保全） B-①農地の保全と有効活用、B-②森林・松林の適正な管理と保全、B-③農業者・団体の人材育成

C　人と自然が触れ合う場の保全・創出 C-①薬王寺水辺公園及び小学校内ビオトープの計画的な保全と活用、C-②自然環境に配慮した河川・公園の保全と創造

A-①生活環境苦情などに対する適切な対応、A-②光化学オキシダント及び微小粒子状物質（PM2.5)の基準超過時における適
切な対応、A-③自動車騒音の計画的な測定・監視

A-①再生可能エネルギー導入と省エネルギー普及の促進、A-②家庭でできる省エネルギー行動の効果検証、A-③事業者への
環境マネジメントシステム導入の促進

A-①生ごみを減量するための啓発促進（家庭系ごみ）、A-②資源化率を上げるための分別の推進（家庭系ごみ）、
A-③ごみの減量と資源化に関する啓発や情報提供（事業系ごみ）、A-④資源化率向上のための取り組み（事業系ごみ）

A-①市・ぐりんぐりん古賀などの共働による環境保全活動の推進、A-②市・ぐりんぐりん古賀を中心とした個人・団体との
環づくり

環境への負荷を減らし、快適で安全安心なまちをめ
ざします。

省エネルギーの推進、再生可能エネルギーの導入な
どを進め、地球温暖化対策を推進する低炭素型のま
ちをめざします。

ごみの減量、資源の循環を進め、循環型のまちをめ
ざします。

わ
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